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運用報告書（全体版） 

次世代米国代表株ファンド 
（為替ヘッジあり） 

 

愛称：メジャー・リーダー（ヘッジあり） 

 
 

第32期（決算日：2024年12月９日） 

第33期（決算日：2025年３月７日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「次世代米国代表株ファンド（為

替ヘッジあり）」は、去る３月７日に第33期の決算を

行いましたので、法令に基づいて第32期～第33期の

運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／海外／株式 

信託期間 無期限（2016年12月７日設定） 

運用方針 

次世代米国代表株マザーファンド受益証券へ
の投資を通じて、主として米国において取引
されている次世代の米国経済の主役となり得
ると委託会社が判断した企業の株式に投資を
行います。マザーファンド受益証券の組入比
率は高位を維持することを基本とします。実
質組入外貨建資産については、原則として為
替ヘッジを行い為替変動リスクの低減をはか
ります。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

次世代米国代表株マザーファン
ド受益証券を主要投資対象とし
ます。 

マ ザ ー
ファンド 

米国の株式を主要投資対象とし
ます。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。また、分配金額は運用実績
に応じて変動します。原則として、決算日の
基準価額水準が当初元本額10,000円（10,000
口当たり）を超えている場合には、当該超え
ている部分について、分配対象額の範囲内で、
全額分配を行います。（資金動向や市況動向等
により変更する場合があります。） 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

◇MUZ-261488-0000-20250307◇ 
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

ファンドマネージャーのコメント
　当期間の運用で主眼を置いたポイントをご説明
させていただきます。

（投資環境についての考え方）
　当期間においては、投資環境はインフレの鈍化
を示す経済指標などから、2024年内の利下げ観測
が強まっており、同時に、景気と企業業績は比較
的堅調に推移しているなど、株式市況を取り巻く
環境は好転しつつあると判断しました。一方で、
2024年の年初来、市況上昇の牽引役となった大型
テクノロジー株が足元調整するなど、利益確定と
見られる売りも見られ、需給面から市況の重荷と
なっていました。当面は、このような好悪材料が
拮抗する状況が予想され、下値は限定的であるも
のの、現行水準からの上値もまた重いと考えまし
た。
　このような環境下、成長が持続するかどうかを
踏まえながら、中長期的に業績拡大余地の大きい
優良成長株に投資を行いました。

（ポートフォリオの構築についての考え方）
　当ファンドは、米国の株式を実質的な主要投資
対象とし、値上がり益の獲得をめざし、今後の経
済環境、社会構造に関する見通しを基に、変化に
対応し成長が見込まれる投資銘柄を厳選し、約30
銘柄に投資を行ってまいりました。主として米国
の強みでもあるインターネット、医療システムの
改革の重要性の高まりや、ミレニアル世代台頭に
伴う小売分野の構造変化を踏まえた新しい企業の
成長に注目しました。同時に、伝統的な老舗企業
でありながら、絶え間ない自己革新により環境変
化に対応する企業にも目を配りました。
　当期間は、適宜銘柄の見直しを行った結果、期
間の初めと期間末では、ヘルスケア業種、金融業

種などにおいて４銘柄を入れ替えました。バイオ
医薬品メーカーである「AMGEN INC」を全売却
し、同業種でより投資妙味が大きいと考えた医薬
品メーカーである「ELI LILLY & CO」を新規買付
しました。また、電子取引プラットフォームを運
営する「TRADEWEB  MARKETS  INC-CLASS 
A」を全売却し、同業種でより投資妙味が大きい
と考えたオンライン金融サービスを手掛ける
「SOFI TECHNOLOGIES INC」を新規買付しま
した。
　また為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減
をはかりました。

　 こ の よ う な 運 用 を 行 い ま し た 結 果 、
「 GOLDMAN  SACHS  GROUP  INC 」 や
「AMAZON.COM INC」などの組入銘柄の値上
がりが基準価額の上昇に寄与したことから、基準
価額は期間の初めに比べ2.6％（分配金再投資ベー
ス）の上昇となりました。

株式運用部
ファンドマネージャー
西　直人

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ 配 当 込 み 、 
円ヘッジ・円換算ベース） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

24期(2022年12月７日) 8,440 0 2.7 17,494 7.3 96.9 － 1,627 

25期(2023年３月７日) 8,621 0 2.1 17,266 △1.3 97.9 － 1,614 

26期(2023年６月７日) 8,911 0 3.4 17,221 △0.3 98.0 － 1,612 

27期(2023年９月７日) 9,128 0 2.4 17,514 1.7 98.4 － 1,506 

28期(2023年12月７日) 9,293 0 1.8 18,174 3.8 97.7 － 1,456 

29期(2024年３月７日) 10,000 290 10.7 19,302 6.2 91.3 － 1,436 

30期(2024年６月７日) 10,000 97 1.0 19,229 △0.4 95.9 － 1,460 

31期(2024年９月９日) 9,711 0 △ 2.9 19,748 2.7 92.8 － 1,381 

32期(2024年12月９日) 10,000 840 11.6 21,662 9.7 93.9 － 1,406 

33期(2025年３月７日) 9,193 0 △ 8.1 20,493 △5.4 94.7 － 1,336 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） ダウ・ジョーンズ工業株価平均（ダウ工業株30種）とは、ダウ・ジョーンズが米国を代表する30銘柄を選出し指数化したものです。日

本では、「ダウ平均」、「ＮＹ（ニューヨーク）ダウ」、「ダウ工業株30種」などと呼ばれています。当ファンドは、委託会社等の責任のも

とで運用されるものであり、ダウ・ジョーンズは、その運用成果および当ファンドの取引に関して、一切の責任を負いません。ダウ・

ジョーンズ工業株価平均（配当込み、円ヘッジ・円換算ベース）は、ダウ・ジョーンズ工業株価平均をもとに、委託会社が計算したも

のです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率 
（ 配 当 込 み 、 
円ヘッジ・円換算ベース） 

騰 落 率 

第32期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2024年９月９日 9,711 － 19,748 － 92.8 － 

９月末 10,262 5.7 20,647 4.6 95.5 － 

10月末 10,289 6.0 20,499 3.8 96.5 － 

11月末 10,812 11.3 21,695 9.9 95.0 － 

(期  末)       

2024年12月９日 10,840 11.6 21,662 9.7 93.9 － 

第33期 

(期  首)       

2024年12月９日 10,000 － 21,662 － 93.9 － 

12月末 9,754 △ 2.5 20,772 △4.1 95.9 － 

2025年１月末 9,977 △ 0.2 21,606 △0.3 95.4 － 

２月末 9,465 △ 5.4 20,796 △4.0 94.9 － 

(期  末)       

2025年３月７日 9,193 △ 8.1 20,493 △5.4 94.7 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

運用経過
第32期～第33期：2024年９月10日～2025年３月７日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

（百万円）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2024/９/９ 2024/11/８ 2025/１/９

純資産総額：右目盛

参考指数：左目盛

基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第 32 期 首 9,711円
第 33 期 末 9,193円
既払分配金 840円
騰 落 率 2.6％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

基準価額は期間の初めに比べ2.6％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

「GOLDMAN SACHS GROUP INC」や「AMAZON.COM 
INC」などの組入銘柄の値上がりが基準価額の上昇要因となりま
した。

上昇要因

「UNITEDHEALTH GROUP INC」などの組入銘柄の値下がり
が基準価額の下落要因となりました。

下落要因

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

第32期～第33期：2024年９月10日～2025年３月７日

投資環境について

次世代米国代表株ファンド（為替
ヘッジあり）
次世代米国代表株マザーファンド受益証
券を通じて米国株式に投資を行うととも
に、実質組入外貨建資産については、原
則として為替ヘッジを行い為替変動リス
クの低減をはかりました。

次世代米国代表株マザーファンド
米国の株式を主要投資対象とし、値上が
り益の獲得をめざして運用を行いました。
銘柄選定にあたっては、今後の経済環境、
社会構造に関する見通しを基に、変化に
対応し成長が見込まれる投資銘柄を厳選
し、約30銘柄に投資を行ってまいりまし
た。

主として米国の強みでもあるインター
ネット、医療システム改革の重要性の高
まりや、ミレニアル世代台頭に伴う小売
分野の構造変化を踏まえた新しい企業の
成長に注目しました。同時に、伝統的な
老舗企業でありながら、絶え間ない自己
革新により環境変化に対応する企業にも
目を配りました。
当期間においては、投資環境はインフレ
の鈍化を示す経済指標などから、2024年
内の利下げ観測が強まっており、同時に、
景気と企業業績は比較的堅調に推移して
いるなど、株式市況を取り巻く環境は好
転しつつあると判断しました。一方で、
2024年の年初来、市況上昇の牽引役と

当該投資信託のポートフォリオについて

米国株式市況
米国株式市況は上昇しました。
期間の初めから2024年10月にかけては、
９月の連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）
において大幅な利下げが決定し、ハト派
的な政策金利見通しが示され、また、経
済指標は景気の底堅さがうかがえる結果
となり、景気の軟着陸期待が高まったこ
とから株価は上昇しました。11月以降は、
大統領選でレッドスウィープ（共和党が
大統領・上下院で勝利）となり、減税や

規制緩和が企業業績の拡大につながると
の期待などを背景に株価は上昇しました。
12月以降は、12月のＦＯＭＣにおいてタ
カ派的な政策金利見通しが示され、長期
金利が上昇したことや、トランプ関税に
よる景気悪化やインフレ再燃リスクが意
識されたこと、対中半導体規制強化が懸
念されたことなどにより株価は下落しま
した。結果として、期間の初めに比べ上
昇して期間を終えました。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

― 6 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_1054614.indd   603_コメント-費用-TER_10pt_1054614.indd   6 2025/04/15   14:47:262025/04/15   14:47:26



8

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

第32期～第33期：2024/９/10～2025/３/７

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はダウ・ジョーンズ工業株価平均（配当込み、
円ヘッジ・円換算ベース）です。

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

（％）

－10.0

－5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

第32期
2024/９/９ ～
2024/12/９

第33期
2024/12/９ ～
2025/３/７

ファンド
参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

なった大型テクノロジー株が足元調整す
るなど、利益確定と見られる売りも見ら
れ、需給面から市況の重荷となっていま
した。当面は、このような好悪材料が拮
抗する状況が予想され、下値は限定的で
あるものの、現行水準からの上値もまた
重いと考えました。
このような環境下、成長が持続するかど
うかを踏まえながら、中長期的に業績拡
大余地の大きい優良成長株に投資を行い
ました。
適宜銘柄の見直しを行った結果、期間の
初めと期間末では、ヘルスケア業種、金
融業種などにおいて４銘柄を入れ替えま
した。

また、企業ごとの業績動向を踏まえつつ、
株価の動きに対応した個別銘柄の組入比
率調整を適宜行いました。
バイオ医薬品メーカーである「AMGEN 
INC」を全売却し、同業種でより投資妙
味が大きいと考えた医薬品メーカーであ
る「ELI LILLY & CO」を新規買付しまし
た。また、電子取引プラットフォームを
運営する「TRADEWEB MARKETS INC-
CLASS A」を全売却し、同業種でより投
資妙味が大きいと考えたオンライン金融
サ ー ビ ス を 手 掛 け る 「 SOFI 
TECHNOLOGIES INC」を新規買付しま
した。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第32期
2024年９月10日～2024年12月９日

第33期
2024年12月10日～2025年３月７日

当期分配金（対基準価額比率） 840（7.749％） －（－％）

当期の収益 830 －

当期の収益以外 9 －

翌期繰越分配対象額 532 532

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

次世代米国代表株ファンド（為替
ヘッジあり）
マザーファンド受益証券を高位に組み入
れる方針です。
実質組入外貨建資産については、原則と
して為替ヘッジを行い、為替変動リスク
の低減をはかります。

次世代米国代表株マザーファンド
インフレが鎮静化し、利下げのペースに
ついては不透明感が残るものの、少なく
とも金融政策が利下げ方向へと転換した
ことは確かだと考えます。同時に、景気
と企業業績は比較的堅調に推移している
など、景気のソフトランディングの可能
性が高まり、株式市況を取り巻く好環境
は市況の下支えとなると判断します。一
方で、トランプ政権の政策を巡る不透明
感に加え、2024年通年の市況上昇を受け
た利益確定と見られる売りも市況の重荷
となると考えます。当面は、このような
好悪材料が拮抗する状況が予想され、下
値は限定的であるものの、現行水準から
の上値もまた重いと予想しています。
米国特有の大きなイノベーションが起
こっている分野に注目して、変化に機動
的に対応し、恩恵を受け得る新しい次世
代企業に投資します。景気や金利の動向
についての不透明感は、完全には払拭さ

れていない状況ですが、マクロ動向の如
何にかかわらず、イノベーションなどの
中長期的な投資テーマに変化はないもの
と考えます。現在は、米国の強みでもあ
るインターネットとそれに伴う消費関連
分野、人工知能（ＡＩ）を含むソフト
ウェアとそれを支える半導体、ヘルスケ
ア領域における先進的な医療など、中長
期的に妙味があると考える領域で事業を
行う企業の成長に注目しています。同時
に、比較的歴史のある企業でありながら、
絶え間ない自己革新により環境変化に対
応し続けている優良企業にも目を配って
います。投資対象銘柄の中長期的な成長
余地は大きいと判断しています。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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2024年９月10日～2025年３月７日

１万口当たりの費用明細

項目
第32期～第33期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 79 0.782 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (38) (0.378) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (38) (0.378) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (3) (0.027) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 5 0.049 (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (5) (0.049)

(ｃ)有価証券取引税 0 0.001 (ｃ)有価証券取引税＝作成期中の有価証券取引税÷作成期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (0) (0.001)

(ｄ)そ の 他 費 用 2 0.015 (ｄ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (1) (0.013) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 86 0.847

作成期中の平均基準価額は、10,111円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.62％です。

総経費率
1.62％

運用管理費用（投信会社）
0.77％

運用管理費用（販売会社）
0.77％

運用管理費用（受託会社）
0.06％

その他費用
0.03％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。

次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

○売買及び取引の状況 (2024年９月10日～2025年３月７日) 

 

銘 柄 
第32期～第33期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
次世代米国代表株マザーファンド 59,462 346,290 86,246 507,820 

 
 
 

○株式売買比率 (2024年９月10日～2025年３月７日) 

 

項 目 
第32期～第33期 

次世代米国代表株マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 86,791,754千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 166,859,168千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.52   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年９月10日～2025年３月７日) 

 

＜次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）＞ 

区       分 

第32期～第33期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 12,513 29 0.2 12,363 79 0.6 

 
 
 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

＜次世代米国代表株マザーファンド＞ 

区       分 

第32期～第33期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 36,494 14,343 39.3 18,856 2,482 13.2 

平均保有割合 0.8%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行です。 

 

○組入資産の明細 (2025年３月７日現在) 

 

銘 柄 
第31期末 第33期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

次世代米国代表株マザーファンド 266,786 240,002 1,325,653 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2025年３月７日現在) 

項 目 
第33期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

次世代米国代表株マザーファンド 1,325,653 98.4 

コール・ローン等、その他 21,012 1.6 

投資信託財産総額 1,346,665 100.0 
 
（注） 次世代米国代表株マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（171,979,544千円）の投資信託財産総額（180,307,694千

円）に対する比率は95.4％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝148.07円    

 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第32期末 第33期末 

2024年12月９日現在 2025年３月７日現在 

  円 円 

(A) 資産 2,856,583,772   2,620,944,865   

 コール・ローン等 36,716,199   2,754,972   

 次世代米国代表株マザーファンド(評価額) 1,332,070,766   1,325,653,930   

 未収入金 1,487,796,592   1,292,535,928   

 未収利息 215   35   

(B) 負債 1,449,804,906   1,284,098,472   

 未払金 1,324,446,672   1,275,644,045   

 未払収益分配金 118,170,875   －   

 未払解約金 1,260,036   2,926,063   

 未払信託報酬 5,913,889   5,515,843   

 その他未払費用 13,434   12,521   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,406,778,866   1,336,846,393   

 元本 1,406,796,132   1,454,146,209   

 次期繰越損益金 △       17,266   △  117,299,816   

(D) 受益権総口数 1,406,796,132口 1,454,146,209口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,000円 9,193円 
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○損益の状況 

項 目 
第32期 第33期 

2024年９月10日～ 
2024年12月９日 

2024年12月10日～ 
2025年３月７日 

  円 円 

(A) 配当等収益 27,287   20,744   

 受取利息 27,076   20,744   

 その他収益金 211   －   

(B) 有価証券売買損益 162,396,774   △110,620,556   

 売買益 309,704,313   85,242,353   

 売買損 △147,307,539   △195,862,909   

(C) 信託報酬等 △  6,027,445   △  5,575,174   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 156,396,616   △116,174,986   

(E) 前期繰越損益金 2,389,468   38,486,680   

(F) 追加信託差損益金 △ 40,632,475   △ 39,611,510   

 (配当等相当額) (   34,236,252)  (   38,912,886)  

 (売買損益相当額) (△ 74,868,727)  (△ 78,524,396)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 118,153,609   △117,299,816   

(H) 収益分配金 △118,170,875   0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △     17,266   △117,299,816   

 追加信託差損益金 △ 40,632,475   △ 39,611,510   

 (配当等相当額) (   34,263,989)  (   38,963,579)  

 (売買損益相当額) (△ 74,896,464)  (△ 78,575,089)  

 分配準備積立金 40,615,209   38,486,680   

 繰越損益金 －   △116,174,986   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 1,422,726,522円 

作成期中追加設定元本額 175,607,928円 

作成期中一部解約元本額 144,188,241円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.9193円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は117,299,816円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2024年９月10日～ 
2024年12月９日 

2024年12月10日～ 
2025年３月７日 

費用控除後の配当等収益額 3,627,419円 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 113,210,554円 －円 

収益調整金額 34,263,989円 38,963,579円 

分配準備積立金額 41,948,111円 38,486,680円 

当ファンドの分配対象収益額 193,050,073円 77,450,259円 

１万口当たり収益分配対象額 1,372円 532円 

１万口当たり分配金額 840円 －円 

収益分配金金額 118,170,875円 －円 
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次世代米国代表株ファンド（為替ヘッジあり）

○分配金のお知らせ  

 第32期 第33期 

１万口当たり分配金（税込み） 840円 0円 
 
・ 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・ 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

東京証券取引所の取引時間の延伸に伴い、申込締切時間の変更を行いました。詳細は、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）か

ら当該ファンドページの目論見書をご覧ください。 

（2024年11月５日） 
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